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２２ 

各
政
党
へ
要
請
「
運
営
費
交
付
金
の
抜
本
的
拡
充
と

   

自
律
的
・
分
権
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
実
現
を
」

２２ 

研
究
者
雇
止
め
問
題
に
関
し
て
（
６
月
17
日
）
声
明
を
発
表

２２ 

中
国
四
国
地
区
教
職
員
研
究
集
会
を
開
催
（
６
月
18
日
）

３３ 

論
壇
「
コ
ロ
ナ
禍
後
の
大
学
教
育
」

   

筑
波
大
学
特
命
教
授
、
東
京
大
学
名
誉
教
授 

金
子
元
久 

３３ 

職
場
の
Ｑ
＆
Ａ
47
笑
顔
で
気
持
ち
よ
く
働
け
る
職
場
を

４４ 

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

▪
山
形
大
学

  

「
大
学
と
の
団
体
交
渉
の
正
常
化
を
求
め
て
」

▪
富
山
大
学

  

「
富
山
大
学
に
お
け
る
組
合
活
動
」

▪
大
分
大
学
「
執
行
部
と
の
継
続
的
な

  

社
会
対
話
を
目
指
し
て
」

　

岡
本
高
専
協
議
会
議
長
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
長
山
中
央

執
行
委
員
の
挨
拶
を
経
て
、

鳥
羽
商
船
高
専
の
窪
田
さ
ん

と
徳
山
高
専
の
高
橋
さ
ん
が

議
長
と
し
て
選
出
さ
れ
、
議

事
に
入
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
高
専
協
議
会

議
案
に
つ
い
て
、
岡
本
議
長

が
経
過
報
告
及
び
高
専
を
め

ぐ
る
情
勢
と
し
て
、
① 

低
く

抑
え
ら
れ
た
ま
ま
の
賃
金
水

準
、② 

削
ら
れ
続
け
る
予
算
、

③ 

削
ら
れ
続
け
る
マ
ン
パ
ワ

ー
を
掲
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

高
専
の
将
来
問
題
に
つ
い

て
、
15
歳
人
口
の
減
少
、
高

等
教
育
予
算
の
采
配
、
現
場

が
高
専
の
将
来
に
夢
を
描
け

な
い
こ
と
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

次
に
、
友
定
高
専
協
議
会

事
務
局
長
か
ら
、組
織
強
化
、

高
専
の
課
題
と
取
り
組
み
、

職
種
別
問
題
、
改
善
要
求
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
、
採
決
に

よ
り
全
単
組
に
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
全
大
教
定

期
大
会
議
案
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
全
単
組
か
ら
承
認

を
受
け
て
代
議
員
と
し
て
大

分
高
専
の
中
野
さ
ん
と
堀
田

幹
事
の
２
人
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

友
定
事
務
局
長
か
ら
国
立

高
専
機
構
と
の
団
体
交
渉
、

理
事
長
会
見
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
、
入
試
業
務
手
当
や
在

宅
勤
務
制
度
の
適
用
範
囲
に

　

６
月
26
日
（
日
）
に
、
第
33
回
全
大
教
高
専
協
議
会

総
会
が
開
催
さ
れ
、
16
単
組
29
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

つ
い
て
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
昨
年
度
行
わ
れ

た
文
科
省
会
見
が
報
告
さ
れ
、

２
０
２
２
年
度
予
算
案
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
、
弓
削
丸
の
代

船
建
造
状
況
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
単
位
互
換
に
よ
る
負
担
増
に

つ
い
て
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

高
専
間
諸
問
題
交
流
で
は
３

件
問
題
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
１

件
目
は
有
明
高
専
か
ら
事
務
職

員
の
組
合
加
入
率
を
上
げ
る
方

法
に
つ
い
て
、
２
件
目
は
鳥
羽

商
船
高
専
か
ら
各
高
専
で
事
務

職
員
を
選
考
採
用
し
て
い
る
状

況
に
つ
い
て
、
３
件
目
は
タ
イ

高
専
へ
の
派
遣
教
員
の
希
望
者

が
い
な
い
と
き
の
強
制
人
選
に

つ
い
て
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
３
件
に
つ
い
て
、
各
高
専

の
状
況
に
つ
い
て
情
報
交
換
が

行
わ
れ
、
タ
イ
高
専
へ
の
教
員

派
遣
に
つ
い
て
は
一
部
の
学
校

で
は
執
拗
な
強
制
が
生
じ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
今
後
の
団
体
交
渉

事
項
と
し
て
求
め
る
も
の
や
代

償
措
置
と
し
て
求
め
る
も
の
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
２
０
２
２
年
秋
の

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
集
会
の
案
内

と
次
期
高
専
協
議
会
の
役
員
に

つ
い
て
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

（
高
専
協
議
会
幹
事　

山
下 

哲
）

　
「
❶
機
先
を
制
す
る
」
に
つ
い

て
は
、
例
年
、
全
大
教
と
文
科
省

の
「
概
算
要
求
前
の
会
見
」
は
７

月
上
旬
、
お
お
む
ね
概
算
要
求
案

が
固
ま
っ
た
時
期
に
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
今
年
は
、
文
科
省
が

概
算
要
求
案
を
作
成
す
る
以
前
の

６
月
７
日
に
行
い
ま
し
た
。
全
大

教
か
ら
の
要
望
を
伝
え
、
概
算
要

求
の
作
成
そ
の
も
の
に
何
ら
か
の

影
響
を
与
え
る
た
め
で
す
。

　

次
に
、「
❷
単
組
参
加
型
」
の

活
動
に
す
る
た
め
、
要
望
文
書
の

作
成
に
先
だ
っ
て
、単
組
か
ら「
文

科
省
に
言
い
た
い
こ
と
」
を
募
集

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
① 

研
究

者
の
10
年
雇
止
め
へ
の
対
応
、

② 

大
学
の
自
治
の
保
障
、
③ 
学

問
の
自
由
・
基
礎
的
研
究
の
保
障
、

④ 

法
人
化
以
降
の
必
要
経
費
の

増
大
や
昨
今
の
物
価
上
昇
に
合
わ

せ
た
予
算
配
分
、
⑤
「
選
択
と
集

中
」
を
旨
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
大

学
改
革
方
針
を
総
括
反
省
す
る
こ

と
、
⑥ 

非
常
勤
職
員
へ
の
ボ
ー

ナ
ス
支
給
な
ど
へ
の
予
算
措
置
、

⑦ 

交
付
金
の
基
盤
的
経
費
を
増

額
す
る
こ
と
、
⑧ 

学
振
の
特
別
研

究
員
な
ど
の
待
遇
改
善
等
々
、
多

数
の
「
言
い
た
い
こ
と
」
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
声
を
全

大
教
中
執
に
て
検
討
し
、
要
望
書

に
反
映
し
ま
し
た
。

　
「
❸
情
報
公
開
」
に
つ
い
て
は
、

文
科
省
へ
の
要
望
書
を
全
大
教
の

一
般
公
開
ペ
ー
ジ
に
掲
示
し
、
内

容
が
新
聞
社
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
の

目
に
触
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

会
見
で
は
、
細
か
い
項
目
ご
と

の
質
疑
よ
り
は
、
大
学
の
在
り
方

を
め
ぐ
る
基
本
方
針
に
つ
い
て
率

直
な
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

い
わ
ゆ
る「
10
年
雇
止
め
問
題
」

な
ど
研
究
者
の
雇
用
の
安
定
に
つ

い
て
、
各
大
学
ま
か
せ
に
す
る
の

で
は
な
く
、
構
造
的
な
問
題
と
し

て
文
科
省
と
し
て
も
対
応
す
る
よ

う
に
と
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、「
大
学
フ
ァ
ン
ド
」
の

資
金
を
一
部
の
大
学
に
集
中
投
資

す
る
こ
と
は
効
果
的
で
な
い
の
で
、

幅
広
い
支
援
を
す
る
よ
う
申
し
入

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
交
付
金
の
基
盤
的
経

費
の
充
実
と
、
大
学
の
自
治
を
保

障
す
る
よ
う
な
制
度
設
計
の
必
要

性
に
つ
い
て
も
意
見
を
交
換
し
ま

し
た
。
あ
る
程
度
の
理
解
は
得
ら

れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
会
見
の
議
事
要
旨
は
、

文
科
省
側
に
内
容
を
確
認
し
た
う

え
で
、
単
組
に
送
付
す
る
予
定
で

す
。

　

今
後
は
例
年
通
り
、
概
算
後
や

予
算
成
立
後
に
会
見
を
重
ね
て
い

く
予
定
で
す
が
、
そ
の
場
で
も
、

細
か
な
予
算
項
目
に
つ
い
て
の
議

論
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
が
考
え

る
「
あ
る
べ
き
大
学
の
姿
」
を
伝

え
、
政
府
が
「
大
学
改
革
」
の
基

本
方
針
を
改
め
る
よ
う
に
働
き
か

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。     

         （
教
文
部
長　

山
口 

裕
之
）


